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審査要旨 
本論文は、6、7世紀の韓半島三国時代における小形金銅仏の細部形式と制作技法の特徴を分析し、その
原型を復元して、これまで様式的な編年設定と制作地の推定にとどまっていた韓国古代彫刻史の研究方法論
を再定立しようとするものである。特に、近年中国の南京と山東地域から発見された金銅一光三尊仏と百済の
類似事例を巨視的な視角から再評価して、山東半島から百済、飛鳥までつながる古代金銅仏の伝播ルートを
実証的に復元し、関連分野の研究に一定の方向性を提示するものである。構成は五章と一補論からなる。 
第一章では、 三国時代初期の５～６世紀の金銅仏の展開様相を禅定印如来坐像と紀年銘金銅仏を中心
に述べる。まずソウル纛島(トゥクソム)出土の金銅禅定印如来坐像の制作地問題を再検討し、５世紀前半(446
年以前)に中国仏像を模倣した韓半島製と考え、しかも高句麗である可能性を論じる。銘文内容の検討と様式
の比較考察により、延嘉七年銘金銅如来立像と癸未年銘金銅三尊仏そして辛卯年銘金銅三尊仏は、それぞ
れ 539年、 563年、571年に造像された高句麗金銅仏と推定する。  
第二章では、三国時代の金銅仏の主要形式である一光三尊仏と半跏思惟像を中心に制作技法上の特徴
を調べ、その原形を復元し時代的な変化を検討する。６世紀に三国で定型化し、流行した金銅一光三尊仏の
形式的な特徴と、類型別制作技法上の特徴を検討する。特に、法隆寺献納宝物第 143 号金銅三尊仏に見ら
れる構造的特徴を基準に逆類推し、単独金銅仏の中に一光三尊仏の中尊や脇侍として造像された作例が多
いことを指摘する。次いで墩子-反花-台脚-足座と構成される国立中央博物館蔵の方形台座金銅半跏思惟像
を半跏思惟像台座形式の典型と捉え、鋳継と鋳懸、別製の宝冠と装飾の組立て方法など鋳造技法を通して、
三国時代における金銅仏の鋳造技法の全体的な様相を明らかにした。 
第三章では、金銅一光三尊仏の原形を復元し、三国時代特有の金銅三尊仏形式の起源と展開を論じる。 
これまで三国時代の一光三尊仏の原形は、正光様式の中心地で、韓中文化交涉の拠点の山東地域とする見
解が一般的であった。しかし、一鋳式金銅三尊仏について近年南京にて見いだされた四体に関連を求め、原
形と系譜を想定した。特に、百済作として知られる鄭智遠銘金銅三尊仏を大通元年(527)銘金銅三尊仏と比較
し、６世紀初め、中国人の鄭智遠が妻のために発願した南朝作と解釈する。山東地域と韓半島三国時代の類
例は、中国南朝を起源とする金銅一光三尊仏という三尊仏の一形式が部分的な変形と組合わせを経て三国
時代に韓半島に及び、一つの定型を形成した後の展開と新たな解釈を提起している。                                  
第四章では、高句麗金銅仏が日本の古代彫刻に与えた影響について比較様式的な方法論の観点から考
察を行う。 高句麗彫刻のいくつかの要素は直接日本へ伝わったが、場合によっては百済を通し間接的に伝わ
っており、同一形式の始原的な様相を高句麗仏に見出せる点で飛鳥文化に及ぼした高句麗の仏教文化の影
響は多大であると主張する。さらに高句麗の仏教は 6世紀末から道教隆盛の影響で衰え始めるが、大和王朝
での高句麗仏敎文化は、むしろこの時期から積極的となる点から、百済と新羅、さらに日本へ渡り、その活路を
見出そうとした点を打ち出している。 
第五章では、虺龍文系火焰光背の形式と法隆寺献納宝物第 143号金銅三尊像の制作地問題、そして法隆
寺金堂釈迦三尊像を中心とした日本の古代彫刻と百済彫刻の交流についての研究である。まず三国時代の 
 
虺龍文系火焰文が７世紀前半百済に至り、独特な形式に意匠化した火焰文となって定型を生み出し、それが
法隆寺金堂釈迦三尊像のような日本の古代彫刻への影響について言及する。次いで、法隆寺献納宝物第
143 号金銅三尊仏を造形感覚と様式的特徴、構造と制作技法上の特徴、そして虺龍文系火焰光背の意匠な
どを三国時代の彫刻と比較し、日本へ渡った可能性を具体的に考察する。つづいて、法隆寺金堂釈迦三尊像
に見られる百済的要素を百済一光三尊仏に関連する新資料と、癸酉年銘阿弥陀仏碑像と比較し、裳懸座如
来坐像形式の一光三尊仏の原形を中国北魏、または南朝彫刻に求めるのではなく、三国時代彫刻の影響を
受けながら自ら変形を経て、日本式へと確立した過程を結論づけた。  
補論では、第五章にて部分的に取り上げた７体のいわゆる「燕岐派」仏碑像について具体的に考究する。そ
れらは、銘文により統一新羅初期（673から 689年）の造像であるが、様式的には百済の復古様式を取り入れて
おり、既存の百済彫刻において確認できなかった新たな点を指摘している。 
以上のように、本論文は、 三国時代における金銅仏の特性を把握し、それが日本にどのように広がったの
かを推定することで、今日まで様式的編年と制作地の推定にとどまっていた三国時代小金銅仏の位相を東ア
ジア彫刻史交流の核心的な位置に再確立した。文化伝播、特に一定の図像形式と様式の伝播に最も重要な
媒介であり、先駆的な役割を担っていた小金銅仏を研究対象とし、制作技法的特徴とこれを通した原形の復
元によって明らかにし、中国の南京から発見された金銅一光三尊仏の検討を通して「中国南朝（6 世紀前半）
→山東半島／韓半島（６世紀後半）→日本飛鳥」という新しい三国時代金銅一光三尊仏のルートを設定した点
などで、意義深い論文である。三国時代彫刻、特に百済彫刻と飛鳥彫刻との交流は、既に日本の研究者によ
って成果が挙げられているが、韓半島からの新たな観点と方法論を提示し、研究者たちへの問題提起となって
いる。新しい文化要素を通じ、逆に三国時代内部の変化相を類推しているのである。 
よって、以上のような巨視的立場を保ちつつ、金銅仏を通した古代東アジアの仏教文化交流問題を様々な
角度より解明したものとであり、博士学位授与にふさわしい論文と認められるものである。 
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